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学担ᙜ大⮧は、社会学者のジャネット・ࣇィンチ

ᩍᤵが中心となりྲྀり⧳めた࢜ープンアクセス

化に関する報告書 2による່告を、ᨻᗓがᖜᗈく

受けධれ、公的資金を฼用してᐇ᪋された研究ᡂ

果に、学⾡⏺、⏘業⏺、ᅜẸのㄡもが容᫆にアク

セスできるようにすることを発⾲した。それによ

り、ᅜẸの⛯金から生ࡳ出された研究ᡂ果が、一

部の研究者のࡳの฼用に␃まらず、ၟ業化やᐇ用

化がຍ㏿され、ᖜᗈいே々が⤒῭的・社会的฼┈

をா受することとなる。㝈られた公的研究資金の

᭷ຠ活用化という観Ⅼからも重要なྲྀり⤌ࡳで

ある。 
 しかし、࢜ープンアクセス化には、研究ᡂ果の

論文を発行する出∧社࡬の費用ᨭᡶいが発生し、

᏶全ࣇリーのアクセスをᐇ現するための費用は、

科学研究ண⟬の 1�に上るとヨ⟬されている。そ

のため、グラントの増㢠やྲྀᢅいのヲ⣽について、

現ᅾ、ᨻᗓや関ಀ者間で᳨ウが続いている。 
 
㸷㸬まとめ 
 最ᚋに、ⱥᅜの研究資金配分ไᗘについて、௨

上のことをまとめるとともに、ⱥᅜのᙉࡳと課題

を㏙࡭る。ᙉࡳについては、日本࡬の♧၀とする

ことを๓ᥦとしている。 
 まず、ᅜ内外でⱥᅜのᙉࡳとされているのは、

が確❧されており、研究࣒ステࢩ・ーࣗࣅアレࣆ

の「エクセレンス」を㑅定の最重要基‽とするこ

とがᨻᗓ、配分機関、研究者の間でඹ通認識とな

っていることである。エクセレンスに多㢠のᢞ資

がなされることにより、研究者がエクセレンスに

向けてດຊすることはᚲ⮳である。また、一部の

大学や研究者࡬の研究資金の集中についても、

「ၥ題」としてではなく、「エクセレンス重どの

結果である」として࣏ジティࣈにᤊえるᨻᗓ関ಀ

者は多い。 
の確❧は、㑅考の㝿の࣒ステࢩ・ーࣗࣅアレࣆ 

฼ᐖ関ಀ᤼㝖のᚭᗏにもつながっている。7 つの

研究会㆟のうࡕചୗ研究⤌⧊を᭷する研究会㆟

の多くは、➇த的研究資金を内部㸦ചୗ研究⤌⧊）

にも外部にも門ᡞを㛤ᨺし、全く同じࣆアレࣗࣅ

ー・プロセスによりᖹ等に㑅考をおこなっている。

また、レࣗࣅーパネルの࣓ンバーに、特定の研究

プロジ࢙クトの関ಀ者がྵまれる場合には、฼┈

相཯が生じないよう、関ಀパネル࣓ンバーは㆟㛗

であっても㏥ᖍするなど、࢜ープンかつ㏱明な、

れࢃーによる㑅考プロセスがおこなࣗࣅアレࣆ

ている。 
 また、㈈ᨻ༴機による公的資金୙足のため、%,6
でもண⟬๐減にྲྀり⤌ࡴだけでなく、ຠ⋡・ຠ果

                                                   
2 ´$FFHVVLELlLW\, VXVWDLQDELlLW\, H[FHllHQFH� KoZ Wo H[SDQG 
DFFHVV Wo UHVHDUFK SXElLFDWLoQV´, -XQH 2012 

を重どすることとし、その結果として社会的・⤒

῭的インパクトを㑅定基‽にᑟධしつつある。こ

のことは、ୡ⏺にඛ㥑けたᨻ策タ計である。 
 ᭦に、研究資金に関連したᨻ策策定の㝿に、公

ᘧ・㠀公ᘧに多様なステーク࣍ルࢲーのኌをᣠう

機会があり、科学者を始めとして可能な㝈りᖜᗈ

いコンセンࢧスを得て、ᨻ策を๓に㐍めていこう

とするጼໃも、ⱥᅜのᙉࡳとゝえよう。 
 ௨上のような、日本の♧၀となるようなᙉࡳを

持つⱥᅜであるが、課題もṧされている。  
 上㏙の通り、ᨻᗓ関ಀ者にはエクセレンスを㑅

ᢥした結果だと࣏ジティࣈに受けとめられてい

る研究資金の集中であるが、受㡿ഃである大学や

研究者の一部には大きな懸念となっている。ス࣌

ンディングレࣗࣅー2010 で高等ᩍ⫱関連ண⟬が

大ᖜに๐減され、高等ᩍ⫱機関に対するࣈロック

グラントも๐減されており、そのため多くの大学

や研究者は、研究会㆟等からの➇த的研究資金に

より一ᒙ౫Ꮡせざるを得ない状態にある。しかし、

それら研究資金はᐇ⦼࣋ースでຓᡂされる。最㏆

は研究グラントのᩘが減少し、プロジ࢙クトから

ಶேに対する࢓ࣇンディング࡬と㌿᥮の流れが

動き始めていることから、研究資金の集中が᭦に

⃭化することがண᝿されている。 
 ᨻᗓがຠ⋡・ຠ果をồめた結果である社会的・

⤒῭的インパクトの㑅定基‽࡬のᑟධについて

は、科学研究者から、「基♏研究はすࡄにຠ果が

ᮇᚅできない」ため、「基♏研究と࣑ッࣙࢩン研

究㸦ᛂ用研究）とのバランスを⥔持す࡭きところ、

基♏研究が軽どされかࡡない」といったᢈุが᰿

ᙉくṧっている。このことについては、%,6 はパ

イロット事業などにより、そのᐇ現性やຠ果につ

いて✚ᴟ的に公⾲し、懸念のゎ消にດめていると

ころである。 
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ᩍ⫱䜢ᖹ➼䛻୚䛘䜛䛣䛸䛻䛴䛺䛜䛳䛶䛝䛯䛜䚸௚᪉䛷ᢤ䛝䜣䛷䛯䝟䝣䜷䞊䝬䞁䝇䜢♧䛩大学䛜Ꮡ

ᅾ䛧䛺䛔⤖ᯝ䛸䜒䛺䛳䛯䚹 

2011 年の 㻽㻿 大学䝷䞁䜻䞁䜾䛷䛿䚸䝭䝳䞁䝦䞁ᕤ⛉大学䛜 58 ఩䚸䝹䞊䝖䞂䜱䝑䝠䞉䝬䜽䝅䝭䝸䜰䞁

大学䛜 㻢㻢 ఩䚸䝧䝹䝸䞁⮬⏤大学䛜 㻣0఩䛺䛹䛷䚸1 ఩の䜿䞁䝤䝸䝑䝆大学䚸2఩の䝝䞊䝞䞊䝗大学䚸

㻟 ఩の䝬䝃䝏䝳䞊䝉䝑䝒ᕤ⛉大学䚸5 ఩の䜸䝑䜽䝇䝣䜷䞊䝗大学䛺䛹䜢せ䛩䜛⡿国䞉ⱥ国䛸ẚ㍑䛩䜛

䛸ⴭ䛧䛟ຎ䜛⤖ᯝ䛸䛺䛳䛶䛔䜛䚹 

䛣䛖䛧䛯≧ἣ䜢ᡴ開䛩䜛䜉䛟䚸㐃㑥ᩍ⫱◊✲┬䛜୺ᑟ䛧䛶䛂䜶䜽䝉䝺䞁䝇䞉䜲䝙䝅䜰䝔䜱䝤䛃䛸࿧䜀

䜜䜛≉ᐃの大学䛻㞟୰ⓗ䛻㈨㔠䜢ᢞ䛨䜛ྲྀ䜚⤌䜏䛜ጞ䜎䛳䛶䛔䜛䚹䛣䜜䛿䝗䜲䝒の大学の୰䛛䜙

୰᰾ⓗ◊✲ᶵ㛵䛸䛧䛶䛔䛟䛴䛛䜢㑅ᐃ䛧䚸5 年㛫䛷⥲㢠 19 ൨䝴䞊䝻䛸䛔䛖ᕧ㢠の㈨㔠䜢㓄ศ䛩䜛

䛸䛔䛖䜒の䚹200㻢 年䛛䜙開ጞ䛧䛯䛣のྲྀ䜚⤌䜏䛿䚸᪤䛻➨୍ᮇの䝥䝻䜾䝷䝮䛿⤊஢䛧䚸➨஧ᮇ䛸䛧

䛶 2012 年䛛䜙 5 年㛫䚸ྠ䛨䝣䝺䞊䝮䝽䞊䜽䛷஦ᴗ䜢⥅⥆䛩䜛䛣䛸䛸䛺䛳䛯䚹➨஧ᮇ䛷䛿 5 年㛫䛷⥲

㢠 2㻠 ൨䝴䞊䝻の㈨㔠䜢㓄ศ䛩䜛ணᐃ䛷䛒䜛䚹 

䛣のไᗘ䛻㛵䛧䛶䛿䝗䜲䝒国ෆ䛷䜒㈶ྰ୧ㄽ䛜䛚䛣䛳䛶䛚䜚䚸㑅ᐃ䛥䜜䛯大学䛜ᪧす⊂地ᇦの

大㒔ᕷ䜔᭷ຊᕞ䛻೫䛳䛶䛔䛯䜚䚸➨୍ᮇ䛷㑅ᐃ䛥䜜䛯大学の୍㒊䛜➨஧ᮇ䛷䛿㑅䜀䜜䛺䛛䛳䛯

䛯䜑◊✲䝥䝻䜾䝷䝮の⥅⥆ᛶ䛻␲ၥ䛜㉳䛣䛳䛯䜚䛧䛶䛔䜛䚹䛧䛛䛧䛭䛖䛧䛯議ㄽ䛻䜒㛵䜟䜙䛪䜶䜽

䝉䝺䞁䝇䞉䜲䝙䝅䜰䝔䜱䝤䛿䝗䜲䝒の㧗➼ᩍ⫱䛻䛚䛡䜛㈨㔠㓄ศไᗘの大䛝䛺ኚ㠉䛸䛧䛶ὀ┠䛥䜜

䛶䛔䜛䚹 

2㻚㻟㻚 䝥䝻䝆䜵䜽䝖䜶䞊䝆䜵䞁䝅䞊 

ḟ䛻䚸䝗䜲䝒の㠀ᖖ䛻䝴䝙䞊䜽䛺㈨㔠㓄ศไᗘ（䛸⤌⧊）䛷䛒䜛䝥䝻䝆䜵䜽䝖䜶䞊䝆䜵䞁䝅䞊䛻䛴

䛔䛶㏙䜉䜛䚹䝗䜲䝒の㐃㑥ᨻᗓ◊✲開発㈝の䛖䛱䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖ຓᡂ（➇தⓗ㈨㔠䛻┦ᙜ）の๭ྜ

䛿 2009 年ᗘ䛻⣙ 50 ൨䝴䞊䝻䛷䚸䛖䛱 㻟㻠 ൨䝴䞊䝻䜢 㻮㻹㻮㻲䚸15㻚㻣 ൨䝴䞊䝻䜢 㻮㻹㼃㼕 䛜ᐇ᪋䛧䛶䛔

䜛䚹 

ከ䛟の国䛷䛿䚸䛣䛖䛧䛯㈨㔠㓄ศᴗົ䛿⾜ᨻᶵ㛵䜔⊂❧䛧䛯≉ᐃのᅋయ䛜⾜䛳䛶䛔䜛䛜䚸䝗䜲

䝒のሙྜ䛿ᴗົጤクඛ䜢බເ䛧䛶䛔䜛䚹䛹䛖䛔䛳䛯⤌⧊䛜ጤクඛ䛻䛺䜛䛛䛸䛔䛖䛸䚸౛䛘䜀䝦䝹

䝮䝩䝹䝒༠会の◊✲ᡤの୍䛴䛷䛒䜛䝴䞊䝸䝑䝠◊✲䝉䞁䝍䞊䜔 㼂㻰㻵㻛㼂㻰㻱（ඖ䚻㟁Ẽᢏ⾡⪅の༠

会䛰䛳䛯⤌⧊）䛺䛹䛜Ꮡᅾ䛧䛶䛚䜚䚸⥲数䛷䛿⣙ 1㻢 ⛬ᗘᏑᅾ䛩䜛䚹䛣䛖䛧䛯⤌⧊䛿䛭䜜䛮䜜のᑓ

㛛ⓗ䛺⛉学ᢏ⾡の▱ぢ䜢ඖ䛻ᡓ␎䜔䝥䝻䜾䝷䝮䜢❧᱌䛧䚸ᐇ᪋䛧䛶䛔䜛䚹䛧䛯䛜䛳䛶䛭䜜䛮䜜の
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⤌⧊䛿ᑓ㛛ศ㔝䛜䛒䜚䚸≉ᐃの⛉学ᢏ⾡㡿ᇦ䛿≉ᐃの䝥䝻䝆䜵䜽䝖䜶䞊䝆䜵䞁䝅䞊䛜ᢸᙜ䛩䜛䚹

䛯䛰䛧䚸䝥䝻䝆䜵䜽䝖䜶䞊䝆䜵䞁䝅䞊䛿⤌⧊䛸䛧䛶䛿䛭䜜䛮䜜の◊✲ᡤ䛺䛹䛛䜙䛿⊂❧䛧䛶䛔䜛䛣䛸

䛜ከ䛔䚹 

䝥䝻䝆䜵䜽䝖䜶䞊䝆䜵䞁䝅䞊䛿㐃㑥ᩍ⫱◊✲┬䚸㐃㑥⤒῭ᢏ⾡┬䛛䜙䛧䛛ᴗົጤク䜢ཷ䛡䛺䛔

䛸䛔䛖䜟䛡䛷䛿䛺䛟䚸௚の┬ᗇ（౛䛘䜀㐃㑥㣗⣊䞉㎰ᴗ䞉ᾘ㈝⪅ಖㆤ┬䛺䛹）䜔ᕞᨻᗓ䚸㈈ᅋ䛺䛹

䛛䜙のጤク䜢ཷ䛡䛶䝣䜯䞁䝕䜱䞁䜾ᴗົ䜢⾜䛖ሙྜ䜒䛒䜛䚹 

⌧ᅾ䛿䝥䝻䝆䜵䜽䝖䜶䞊䝆䜵䞁䝅䞊䛸䛺䜛ᅋయ䛿䜔䜔ᅛᐃ䛥䜜䛶䛚䜚䚸ඖ䚻㠀Ⴀ฼のᅋయ䛷䛒䜛

䛣䛸䛜ከ䛔䚹䛧䛛䛧௒ᚋ䛿䜘䜚ከ䛟の䚸Ẹ㛫௻ᴗ䜢ྵ䜐ᅋయのཧධ䜢ಁ㐍䛩䜛᪉㔪䛸䛺䛳䛶䛚䜚䚸

䛣䜜䛻䜘䜚➇த䛜䛥䜙䛻ຍ㏿䛩䜛䛯䜑䚸㉁のྥୖ䛜ᮇᚅ䛥䜜䛶䛔䜛䚹 

㻟㻚 䜎䛸䜑 

䝗䜲䝒の◊✲㈨㔠㓄ศไᗘ䛿䛔䛟䛴䛛のⅬ䛷䝴䝙䞊䜽䛺≉ᚩ䜢䜒䛳䛶䛔䜛䚹➇தⓗ䛻㈨㔠㓄ศ

ᶵ㛵䛜㑅ᐃ䛥䜜䜛䝥䝻䝆䜵䜽䝖䜶䞊䝆䜵䞁䝅䞊ไᗘ䚸බⓗ◊✲ᶵ㛵䛺䛜䜙㐃㑥ᨻᗓ䚸ᕞᨻᗓ䚸Ẹ㛫

䛺䛹䛛䜙㈨㔠䜢ཷ䛡ྲྀ䜚䚸ᰂ㌾䛻◊✲䜢⾜䛔㧗䛔ᴗ⦼䜢♧䛩◊✲༠会䛺䛹䛷䛒䜛䚹 

䛭䛧䛶㏆年の◊✲㈝のቑ㢠䜔䚸䜶䝸䞊䝖大学䜢స䜚ฟ䛩ヨ䜏䛷䛒䜛䜶䜽䝉䝺䞁䝇䞉䜲䝙䝅䜰䝔䜱䝤

䛺䛹䛿㧗䛔ὀ┠䜢㞟䜑䛶䛔䜛䚹≉䛻䜶䜽䝉䝺䞁䝇䞉䜲䝙䝅䜰䝔䜱䝤䛿䝗䜲䝒の㈨㔠㓄ศไᗘのḞⅬ

䛸䛧䛶䛧䜀䛧䜀ᣲ䛢䜙䜜䜛Ⅼ䛷䛒䜛䛂䝞䝷䝬䜻ᆺ䛃䛸䛔䛖Ⅼ䛻䛴䛔䛶ᚑ᮶の័⾜䜢䛟䛴䛜䛘䛩䜒の䛸

䛧䛶㠉᪂ⓗ䛺ヨ䜏䛰䛸ゝ䜟䜜䛶䛔䜛䚹 

䛣の䜘䛖䛻䝎䜲䝘䝭䝑䜽䛻ኚ໬䛧䚸䝴䝙䞊䜽䛺䝅䝇䝔䝮䜢䜒䛴䝗䜲䝒の◊✲㈨㔠㓄ศไᗘ䛛䜙日

本䛜学䜉䜛䛣䛸䛿ከ䛔䛸ᛮ䜟䜜䜛䚹 
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